
　

能
代
市
の
シ
ャ
ト
ー

赤
坂
で
４
月
18
日
、
Ｊ

Ａ
大
豆
生
産
組
合
（
高

橋
信
男
組
合
長
）
に
よ

る
通
常
総
会
が
開
か
れ
、

規
約
一
部
改
正
な
ど
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
高
橋
組
合

長
が
「
大
豆
の
生
産
拡

大
は
、
日
本
の
食
料
自

給
率
向
上
に
必
要
不
可

欠
だ
と
自
負
し
て
い
ま

す
し
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
対
し

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
。

そ
の
あ
と
協
議
が
行
わ
れ
、
事
業
計
画
で
は
更
な
る

栽
培
技
術
向
上
を
目
指
し
、
現
地
巡
回
や
研
修
会
等

を
開
催
。
ま
た
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
再
選
し
た
高

橋
組
合
長
の
も
と
、
部
会
一
丸
と
な
っ
て
出
荷
・
面

積
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
稲
作
部
会
総
会
（
大
塚
公
隆
部
会
長
）
が
４

月
16
日
に
ゆ
と
り
あ
藤
里
に
て
開
催
さ
れ
、
平
成
25

年
度
の
事
業
実
績
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
塚
部
会
長
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
新
農
政
な

ど
で
農
業
情
勢
は
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、

だ
か
ら
こ
そ
高
品
質
な
も
の
を
多
く
出
荷
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
平
成
25
年
度
の
事

業
と
収
支
決
算
が
報
告

さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
26

年
度
は
視
察
研
修
や
総

合
検
討
会
、
育
苗
技
術

講
習
会
等
を
通
じ
て
管

内
水
稲
栽
培
の
技
術
向

上
を
図
り
、
高
品
質
・

多
収
量
の
米
生
産
を
目

指
す
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

平成26年度の水稲栽培について協議し合う
稲作部会総会

◀
部
会
内
で
意
識
の
統
一
化
が
図
ら
れ
た

▶
白
神
米
ブ
ラ
ン
ド
の
大
切
さ
を
語
る
大
塚
部
会
長

大豆生産組合通常総会

白神大豆の出荷拡大を誓い合う

道の駅ふたついで「うまいもの大集合 in 二ツ井」を開催

県内各地のＢ級グルメが二ツ井に大集合

　

４
月
20
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
『
き

み
ま
ち
阪
・
桜
ま
つ
り
』
内
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

４
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、『
う
ま
い

も
の
大
集
合
in
二
ツ
井
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
能
代
山
本
地
域
を
は
じ
め
県
内
各

地
か
ら
16
店
舗
が
出
店
し
、
豚
な
ん
こ
つ
、
横
手

焼
き
そ
ば
、
本
荘
ハ
ム
フ
ラ
イ
な
ど
、
各
地
区
自

慢
の
グ
ル
メ
を
来
場
者

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
ま
た
、
二
ツ
井
恋

舞
、
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｉ
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
の

よ
さ
こ
い
演
舞
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
４
月
20

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
「
き
み

恋
カ
フ
ェ
」
の
人
気
も

手
伝
い
、
２
日
間
で
約

７
千
８
０
０
人
が
訪
れ

る
な
ど
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

▶
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
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